
フラッグシップ輸出産地の概要

主な輸出先国 アメリカ、ドイツ等（2023年） 輸出実績 2,200百万円（2023年）

対象となる
地域

静岡県掛川市・菊川市

新規販路獲得のためガルフー
ド(ドバイ)に参加

煎茶から碾茶・抹茶原
料への転換

OEMサービスの充
実をアピール

・丸山製茶株式会社は茶流通事業者であり、自社でも荒茶の生
産にも取り組んでいる。また、契約農家からもフェアトレー
ドの考えに則しながら荒茶の購入を行っている。

・輸出にあたっては、2003年より海外事業部を立ち上げ、独自
の販売先やルートを確立し、積極的に取り組んでいる。

輸出産地の概況

輸出に向けた規制・ニーズに対応した生産・流通の取組

・アメリカ向け輸出においては、生産者に対して生産過程で使
用可能な農薬や梱包資材に至るまで細心の注意を払い生産す
るよう情報を共有し輸出している。

・ドイツ向け輸出に関しては、生産時点での農薬の管理は勿論
のこと、客先からのお茶自体への色や風味についても要求さ
れる為、生産者と協力し良質な製品作りに注力している。

アピールポイント

輸出
品目

茶

お問合せ先（TEL）0537ｰ24ｰ5588 担当：橋本尚之HPリンク  https://www.maruyamaseicha.co.jp/service/export/

丸山製茶株式会社（代表取締役 丸山勝久）

ガルフードにて商談中

★毎年、海外事業部では積極的に海外諸外国の展示会や取引先、
バイヤーまで出向き、直接取引交渉も行っている。

https://www.maruyamaseicha.co.jp/service/export/
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